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東日本大震災から2年、「私たち」の暮らしはいま　

申し込み用紙に必要事項を記入の上、下記の宛先まで郵送またはＦＡＸでお送りください。

【宛　先】　（お問い合わせ先）

東日本大震災後には、関西に広域避難をされてきた方々も多く、そのなかには子どもたちもいます。

2013年3月で東日本大震災から2年になりますが、避難されてきた方々は、新しい土地でどのよう

な暮らしをしているのでしょうか。また、迎え入れる側の者たちは、その方々を、新しい地域の一員と

してどう迎えることが出来たのでしょうか。さらに、そのときの「子ども」の思いとは？

このような視点で、「私たち」の暮らしをみつめたとき、それぞれの「震災への向き合い方」があるの

ではないでしょうか。そこで今回は、今まであまりとりあげられることがなかった、「震災後の子どもの

暮らし」に焦点をあてて考えます。

「子ども」は私たちにとって、「大きな希望」です。子どもたちが輝ける場がある地域は、大人にとって

も魅力的な地域であることでしょう。そのような地域にするために、「私たち」ができることは何か、み

なさまとともにディスカッションをしたいと思います。
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